
学校番号 １０６ 

平成 31 年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新・社会と情報」 （日文） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・自分の意見や考えをわかりやすく論理的に表現できる力を身につけましょう。 

・ワークショップや演習等を通して、自分の頭で考え、その考えを互いにぶつけ合い、多様な考え

方を知り、自分の考えを整理し、それを表現できるようになりましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・日常のさまざまな問題を解決するために、情報を利用することができる。 

・情報化が社会に及ぼす影響、情報を受信・発信するときの責任を理解した上で、情報社会に積極

的に参加する。 

・ディジタルやプロトコルの重要性を理解し利用できる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・自らの情報活用を振
り返り、評価し改善
しようとする態度 

・情報モラルや情報に
対する責任につい
て考え行動しよう
とする態度 

・情報社会に主体的に
参画し、その発展に
寄与しようとする
態度 

・問題の発見・解決に
向けて情報や情報
技術を適切かつ効
果的に活用する力 

 

・目的に応じて、情
報および情報技術
を適切に扱ってい
る 

 

・情報と情報技術を
適切に活用するた
めの知識 

・問題を発見解決す
るための方法につ
いての理解 

・情報社会の進展と
それが社会に果た
す役割と及ぼす影
響、および、情報
社会において個人
が果たす役割や責
任についての理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 

レポート、発表 
自己評価・相互評価 

課題作品 
レポート、発表 
実技テストの結果 

小テストの結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

１
学
期 

表
現
と
伝
達 

○情報デザイン 

・フォント 

・レイアウト 

・色 

・表とグラフ 

○  ○  a:「分かりやすく伝える」こと

に興味を持ち、積極的に取り組

もうとしている。 

c:情報機器を用いて、分かり安

く情報を表現し伝えることが

できる。 

授業観察 

実習作品 

相互評価 

情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化 

〇情報の表し方 

 

〇情報のディジタル表現 

・ディジタルの特徴 

・コンピュータにおける数値、

文字、画像、音声の表現 

 

〇コンピュータの仕組み 

・ハードウェア 

・ソフトウェア,OS 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a:コンピュータの仕組みに興

味をもち、学習に積極的に取

り組もうとしている。 

b:情報をディジタル化するこ

との利点や問題点について

考えることができる。 

c:情報機器を用いて情報をデ

ィジタル化することができ

る。 

d:コンピュータ内部での情報

の表し方や処理の仕組みを

理解している。ディジタル化

の利点について理解してい

る。 

授業観察 

ワークシート 

２
学
期 

情
報
社
会
で
の
責
任 

○著作権 

 

○Scratch によるプログラミン

グ 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

○ 

○ a:情報社会の現状と、そこでお

こっているさまざまな問題に

興味をもち、積極的に考え、関

わろうとしている。 

c:問題解決のためのさまざま

な技法を活用できる。 

d:情報を保護することの必要

性やそのための法規について

理解している。 

授業観察 

ワークシート 



２
学
期 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み 

〇ネットワークの仕組み 

 

〇情報セキュリティ 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

a:情報通信ネットワークの仕

組みやセキュリティに興味

をもち、学習に積極的に取り

組もうとしている。 

b:情報格差とその社会生活に

及ぼす影響について考えて

いる。 

c:効果的に情報を共有するた

め、情報通信ネットワークや

情報機器を活用することが

できる。 

d:プロトコルや情報伝達の仕

組みについて理解し、安全に

活用するためのセキュリテ

ィ対策について理解してい

る。 

ワークシート 

授業観察 

３
学
期 

問
題
解
決 

○ニュース解説 

 

〇 

 

○ 

 

〇 

 

 a:問題解決の方法と手段につ

いて関心をもち、問題解決に

取り組もうとしている。 

b:情報や情報技術を活用した

よりよい社会について考え

ている。 

c:情報を分かりやすく表現し

効率的に伝達することがで

きる。 

実習作品 

授業観察 

相互評価 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


